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金1

銀鉱石

を探る

アッシリアやペノレシャの昔から空ものとして人々

に深く愛され大切にされてきたものの中に金や銀が

あります一いわゆる｢こがね｣｢しろがね｣の魅力は

今でも人々の心をとらえています.

その源それカミ金･銀の鉱石で同じ鉱石の中に金と

銀の鉱物が同居しているのポ普通です.この金や銀の

性質とがあり方などについてはすでにこの地質ニ

ュｰス第56号(1959年)でお話すみですからこのたび

はその探し方一とくに鉱石カミ全部地下にかくれてい

て少しも顔を地上に出していない鉱床(いわゆる潜頭

鉱床)の探し方について述べることにします.

潜頭鉱床といっても基本的には2通りあります(第

1図).その1つは鉱石ができた時には地上に顔を出

していたのにその後に新しい岩石(被覆層という)

かそれをおおってしまったもので後天的な盲目とでも

･いえぱよいよう注鉱床(いわゆる埋没潜頭鉱床)です.

もう1つの方は生れつきの盲目といったらよいような

めくら

鉱床(いわゆる盲塔頭鉱床)で鉱石が地上にまで出て

こ注いで地下で全部が固まった(晶出した)鉱床です.

地質現象というものはなかなか多様で複雑なものです

からこの2つの型式の潜頭鎮床もその地質作用のい

ろいろな影響だとえば風化作用とか断層運動などによ

って多くの変わり種を生じています.ですから実

際に潜頭鉱床を探す時には程度の差こそあれこの変

わり種にぶつかることを覚悟しなければなりません.

ここでは一般的なお話をした上で1つの例を詳しく

述べたいと思v･ます.

このよう荏金･銀の潜頭鉱床の探し方としては今ま

で8通りの方法がおもに用いられてきました.

その1.

岩漿活動のあらわれ方や地層の層序その他の地質構造

めくら

盲塔頭鉱床埋没潜頭鉱床

ン1/･1･1

高麗蒲･加藤甲壬･岩本文男

およびそれらの関係を地質学的に明らかにして金･

銀塔頭鉱床のありそうな場所を推定する方法です.こ

の方法を用いる場合はたとえば東北地方の北半分と

か北九州東部地域とかという位の広い地域にわたって

すでに存在していることのわかっている金･銀鉱床の分

布を図化することとあわせて実施するかそれとも1鉱

山ないし数鉱山の近接する小地域について行なうかのど

ちらかでそのような場合に効果的です.もし前者の

ような広い地域でこの方法から金･銀潜頭鉱床のあり

そうな地区を見出した場合には後に述べる幾つかの方

法を適当に選んでいっそう確実な予測をしたりある

いはその予測に基づいて現物の確認にまで仕事を進め

ることになります.1957年にボｰランドで発見され

た大規模た埋没鉱床(金･銀の埋没潜頭鉱床では注く

鉛･亜鉛の鉱床ですカミ)が実に地下600mの深さに始

まっていたという例でわかるように広い地域にわたっ

て行なう場合には相当深く埋没された鉱床でも探しう

る特徴があります.後者のような小地域の場合で予測

できた時には普通すぐに試錐をやるようです｡

鉱床

その2.

鉱石を含有している岩石(以下母岩という)や母岩で

中くら

あると推定される岩石時には盲鉱床を生じている岩

めくら

石の上に位置している岩石(その盲塔頭鉱床のできる前

からある岩石)カミ鉱石をもたらす作用の影響をうけて

変質しているのでその変質の結果として生じた鉱物の

種類と種類別の広カミりそれらの分布の規則性を見つけ

てその結果を利用する方法です.

この方法は1鉱山地区といった小地域でしばしば

効果をあげてきましたカミ変質作用の源が必ずしも

鉱石のできる作用だけとは限られずたとえぱ風化作

用や温泉作用による場合もあれば鉱石のできる作用に

よる変質であるのに鉱石をほとんど伴ってい

ないという皮肉な現象もあることに注意を

要します(第2図).

埋没潜頭鉱床の場合には金･銀鉱床ので

きた後にその上を別の岩石カミおおいかくし

てしまったわけですから大きな崖崩れで

母岩の1部が顔を出したところに鉱石ので

きる働きに関係ある変質現象がみつけられた

第1図盲塔頭･埋没潜頭鉱床模式図�
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以上の点枚とを基にして比抵抗法とか凡例
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かもあまり深い所にあるものでは困りまL土｣L一生而隻

す.したがって埋没潜頭型の金･銀

鉱石の場合にはその鉱石をおおってい第4図南九州における潜頭鉱床分布図

る岩石が厚いと困るわけです.一般的には深さ40～る放射能法です.これは強力な放射能をもった物質

50mまでと考えてよいでしょう.外国とくにソ連や中一アイソトｰプｰを地下に注射して(割れ目に流し

国などでは高周波法という方法も用いて深い潜頭鉱込んで)そのアイソトｰプの動いてゆく状態を地上

めくら

床(主として盲塔頭鉱脈)を探し金･銀の鉱石でもあに設置した測定器にあらわれる放射線量の変化から図化

る程度の成功を収めています､日本では1鉱山単位ぐしてその図面から地下の割れ目の方向とか大きさ

らいの広さ以下の範囲に用いていますが国土の欠きだとか広カミり枝分かれといった要素をつかまえます.

国女ではずいぶん広範囲に比抵抗法や自然電位法を用この方法は広い面積よりも1鉱山程度の範囲の方が効

いた調査を行たっています.その中に日本でももっ

とよい方法が実用化されるようになると思います(第3図).

その4.

鉱石の住居となっている割れ目を探るために用いられ

第2図母岩は変質して緑泥石を生成(円状の閥自い緑泥石)

第3図電気探査�
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果的在のですカ茎余り用いられていません.費用とか

取り扱v･に問題カミあるだけで衣く結果からの読図がな

か狂かの難物だからです.でもはさみと何とかは使

いよう…･といいますからこの方法の独たん場だって

日本にもあるはずです.たとえば南九州のシラス

にかくされた金･銀の埋没潜頭鉱脈地域などに(第4図).

その5.

航空写真や実地測量の結果を利用して地形学的たあ

らわれから地質構造の変化とくに断層の所在とか摺

曲の様子を知って金･銀鉱床の潜在していそうな地区

を推定する方法です.航空写真は水平写真だけでなく

斜写真も用いられずいぶん広い範囲を調べるのに便利

です.この航空写真の利用法についての詳しい内容は

地質ニュｰス第94号(1962年)から書かれているので

それを読んで下さい.

出くち

また微細な地形の変化から盲塔頭鉱床を探す方法に

ついては話もまだ成功していませんが試みられつつ

中くら

あります.特殊な場合たとえば盲塔頭鉱床に伴う変

質ポ地形に影響しているような場合には他の方法によ

る探二し方を助けてくれる可能性があります.

その6.

地球化学的な方法です.地質ニュｰス第112号(1963

年)で本島公司技官も述べていますように世界的に

曲くら

注目されつつある方法で金･銀の盲型と埋没型の両潜

頭鉱床についてのその内容には方向として幾つかの

変わり種があります.大まかにいって4つです.

めくら

1つは盲塔頭鉱床の上部の岩石やそれがこわれてで

きた土壌の中に分散するある種の元素(指示元素という)

の分布濃度の状態からその鉱床の存在する範囲や位置

を推定す蕃方法です｡

2つめはそのよラ級地表の土蟻や岩石の近くを流れ

る沢水を分析してその沢水に溶けている元素の検出状

出くら

態から盲潜頭鉱床の存在する範囲を推定する方法です

めくら

(第5図).3つめは盲型といわず埋没型とを問わず

潜頭鉱床そのものやその近くを流れる地下水や伏流が運

んできた堆積物中の指示元素の含有量の分布からそれ

らの鉱床の存在範囲や位瞳を推定する方法です､

めくら

4つめは盲潜頭鉱床の地表に生えているある種の植

物が鉱床に関係のある元素成分を鉱床の注い地域の

地表に生えている同じ種類の植物よりも多く吸収してい

ることに基づいて植物中の適当在元素含有量を求め

その量を比較することによって目的とする鉱床のある

範囲や位置を推定する方法で外国だけでなくわカ幅

めくら

でも方法としては試みられていますカミ金･銀の盲潜

頭鉱床に対しては未着手です.

めくら

3つめの方法は盲型の金銀潜頭鉱床でも埋没型の

場合でも効果的な方法ですか残る1つめ2つめ

めくら

4つめの方法はいずれも盲型の金･銀潜頭鉱床に適し

た方法です.これらの方法カミよい成果をもたらすため

に大切な問題はその適当な元素とは何かそしてそ

の元素の能率よい分析法はどれかにありますしとくに

4つめの方法の場合にはそれらに加えてどんな植物

が適当かを早く明らかにすることにあります｡また植

物ばかりでなく他の生物だとえば｢みみず｣のよう

な生物や｢バクテリア｣も対象になり得るものですが

めくら

その方の研究は金･銀の盲塔頭鉱床を探す立場からは

進められていません.

以上の問題がそれぞれの目棲に向って解けれぱこ

れらの地球化学的底方法はなか狂が効果的なものです

からこの分野の将来は楽しみです.ただしこれら

めくら

のうちの1方法にたよるだけではおそらく盲潜頭鉱

床をうまく探しだすのはむずかしくたとえぱほかの

地球化学的た方法とか構造地質的な方法相とを組み含

欝馨鰯瀦水紗鎌雛

第6図ソビエトで発見され彪自然金

重量14.15kg(ソビエドグラ7がら)�
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わせて行なうことによって成果カ圭一層確かなものにな

るものと思われます.加えてこれら4種の方法を用

いるのも自然条件で制約を受けます.たとえば湿

地帯の場合には1つめの方法ではお手上げですカミ4

つめの方法はもってこいです.

その7.

現在シベリアのツンドラ地帯でおもに用いられてい

る｢金電子探査器｣による方法です.この名称はロシ

ア語からの直訳ですがスプリンクラｰ型式のツンドラ

溶解機と組み合って用いられ(使う順序は不明)地下

甫くら

数10m程度の深さの埋没型や盲型の金･銀塔頭鉱床と

くに潜頭砂金鉱床で効果を上げていることしかわかりま

せん(第6図).この｢金電子探査機｣の原理については

放射線(主として中性子)を照射しその元素に特有な

放射エネルギｰと放射能半減期を適当在電子機器で迅速

に読みとる方式と推定されますカミ正直なところよく

わかりません.原子物理学やエレクトロニクス関係の

専門家のご意見を受けたいと思っています.

その8.

試錐や坑道試掘などの機械的な方法です(第7図).こ

れは前述のいずれかの方法で探った結果に基づいて慎

重に位置を定めて行荏うのが普通です.地質構造や層

序を確かめるために言いかえますと(その1)の方

法の補助手段として試錐を行なうこともありますが

何しろ相当に高額な経費がかかりますので後の方の

試錐はあまり行なわれません｡ソ連のように地質図

幅を作る時には必ず試錐を併用することを原貝1｣にしてい

る国もあります.日本でもそのようにありたいもの

です.日本で実施している金･銀の鉱石を探るための

試錐は坑道の中から水平に近い角度で行なうことが少

在くありません｡航外から重直に掘り下げる場合でも

銅や鉛あるいは鉄の塊状の鉱床の場合によく用v･られる

ようた碁盤の目に区画してその目に手当り次第に試

錐するというようなことはほとんどありません.

坑道試掘にすぐにとりかかる場合もまれです.さて

めくら

この試錐による方法は埋没型･盲型を問わず潜頭鉱

床の存否を確実に知るよい方法ですしその試錐コアを

利用して母岩の変質状況を研究したり地球化学的な

元素濃度分布の変化状況を知ることもでき地球物理的

な研究も行なえるという利点をもっていますので今後

はより安価により簡便にまたコアの採取率をより

高めより深く迅速にできるようかつ穴曲りを防ぐよ

うにと改良されるでしょう.

以上の方法は金･銀鉱石の露頭がない場合に用いるお

もた方法です露頭カミあるならたとえばわんかげ法(第8図)

のように簡単で確実な探し方も使えますし時には伝

説とか地名からも露頭の発見は可能です.そのよう

な面白い例は日本だけでなく外国でもたくさんにあ

りますがそれは別の機会にゆずって先に進みます.

第3図OE-3型油圧給進武商連蟹試錐機

今まで述べてきたいろ〉'ろな方法は金･銀の潜頭鉱

床を探そうとするそれぞれの地域や鉱区の特徴だとえ

ば平野･山岳湿地･凍土帯あるいは予想される鉱宕

めくら

カミ鉱脈か砂鉱盲型か埋没型などの条件に応じて適当

に組み合わせて用いるべきものです.ということは

それぞれの方法の長所や短所がうまく組み合い補いあ

ってこそ正確に事実を知ることカミできるというわけで

す.加えてどん在組み合わせをやるにしても試錐

を抜きにするのは間違ったやり方です.露頭のなv'金

･銀の鉱石のことですからもちろん溝掘りでは効果が

ありません.試錐(もしくは試掘)の行なわれない金

･銀塔頭鉱床の探査(金･銀だけではありませんが)は

絵は書いたもちのようたものです.

一方それぞれの方法がより正確に事実を反映し

第8図わんかけ�
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辰砂(HgS)

第9図

大目鉱山3号脈

2番坑中段

旧E6採掘場跡

変朽女111猪

にみられる水銀と金･

石英細脈銀アンチモンのあらわ

銀

黒れかた

(A･.Ag)

より迅速により簡便により安価にできるように専

門家たちほ努力し続けていますしその上新しいよい

方法の案出･組立に努めています.

そこで最近目本で試みられいか1こも日本らしい

安価･迅速･必要感度保持をモットｰとする地化学的な

めくら

1方法一金･銀盲潜頭鉱脈の水銀元素分散測定探査法

(以下水銀分散法という)一をその例として紹介し

みなさんの参考に供することにします.

この水銀分散法は前に述べた(その6)の1つす

めくら

なわち盲塔頭の金･銀鉱床の上にある岩石とその土壌

の中に含まれているあの種の元素の分布濃度を調べて

その集中状態から目的とする鉱床の存在範囲やその位

置を推定する方法でそのある種の元素として水銀を

選んだものです.水銀に目をつけた理由は簡単に言

って一般に金･銀の鉱石のでき方と水銀鉱物(辰砂)

のでき方がよく似ているからです(第9図).たと克ば

できる時の温度や圧力できる場所変質作用でできる

鉱物の種類や広がりできた時代鉱石の源である岩漿

解

｡0

猷料19-

HCψ十Br水

���丰㌀

卓

徐熱分解

の性質などの点でよく似ている場合カミ多いわけでその

上水銀の微量のものを分析するうまい方法が同本独得

のやり方で工夫されていた強味もあったのです.では

その方法に入ります.

従来の水銀分析法

地質調査所で普通に用いてきた鉱石中の水銀分析法は

その鉱石を粉にしてルッボに入れ熱して水銀を分離し

純金の板にアマノレガムとしてくっつか昔その量をはか

るやり方でO.O01%台まではじゅうぶんな精度で定量

することカ茎できるものでした.でも水銀分散法とし

て必要な感度である0.00001%台を正確に求める能力は

ありません.何しろ肩的を果たすために用v'る土壌

や岩石に含まれている水銀の量はごくわずか柾もので

すからどうしてもこのような精度が必要狂のです.

地質調査所で水銀分散による分布変化を金属鉱床

の探査に役立てようと努力し始めた1960年の当時打ち

当った技術上の面倒注問題は精度の点もさること在カミ

らむしろ簡単1こ多数の試料を処理するという点にあ

りました.そのころ水銀鉱床そのものの探査に水

銀を指示元素とする方法力茎すでに実用化され成果を

あげていました.たとえばク1コマトグラフ法とよばれ

る方法です.相手カ状銀の鉱石ですから分析の感度

もO.0001%台でじゅうぶん泣ので多くの試料をご存す

ことも割り合いに楽にやれますか金･銀の鉱床を相

手にするには不適当です.当時ソ違ではおもに鉛

めくち

･亜鉛の盲塔頭鉱床を探るのにセルゲｰエフ1ステパ

ｰノフ法という分光分析の原理に基づく方法が実用化

されていました.この方法の内容は最近になって釣

ったのです淋O.0000001%台の微量の水銀量を測るカ

カ茎あるという驚くべき感度をもっています.でも真

…〃徳

義㍗

:地2』標蝋液

比色

H厘2÷

濃鱗脇

D,ccム

第10図徴鑑水銀分析法

第11図試料をはか.る�
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空ポンプを使うといった複雑さカミ難点です.

水銀分散法用の地質調査所式水銀測定法

地化学的な探査に用v'るこの測定法が備えている条件は

たくさんの試料が早くこなせる

現地で簡便に分析できる

複雑な器具はいらない

水銀塩の揮散による損失がきわめて少ない

0.00001拍の感度で水銀量を検出できる

この感度は解析に当って高すぎず低すぎない

そのための経費は安価である

といったところです.第10図はこの分析法の進め方

の設計図です.これを誰でもできるように説明しま

しょう.よくわからない場合には遠慮なく問い合わ

せて下さい.

試料の分解

試料をなるべく細かく砕v'てその玉9をビｰカｰに

はかりとり(第11図)試料カミ土壌の場合はそれに塩酸とブロ

ム水を岩石の場合は王水を加えて1時間以上そのまま

にしておいてから徐友に熱しますと試料が分解して

やがて皮膜のようになります.その時加熱をやめて

水5"を加え可溶性塩類を溶解します.

ろ過これを小型ロｰトを使って容量30〃

目盛付の比色管にろ過して(第12図)3回ほど洗浄します･

p五調節それにクエン酸ナトリウム40%溶液

2刎1を加えてからアンモニア水でメチノレオレンジが黄

変するまで中和します.そして酢酸ナトリウム50%緩

衝液2"を加えてpHを約5にします.

マスキングEDTA5%溶液2"チオシア

ンアンモニウム50%溶液O.5〃とくに銅だとの重金属の

多く含まれている試料の場合にはそれにCyDTA2%溶

液1"を加えます(第13図).そうすると銅などの重金

属類の反応をストップできます.これをマスキングと

呼ぶわけです.なお王水を使った場合すなわち試料

カミ岩石だった場合には亜硫酸水素ナトリウム10%溶液

O.5"を加えてジチゾン試薬の酸化を防ぎ蜜す.

溶媒抽出精製したジチゾン四塩作炭素の約

O.0005%溶液O.5切をそれに加えて激しく3分間

振とうします.すると晦宴キはジチゾン錯塩として

四塩化炭素相に抽出されて澄黄色になります(驚14図).

比色あらかじめ同じ条件で作っ従温62+の含

有量別標準溶液の色調と比較して水銀量を算出します

(第15図)｡この手順で工人が40個の試料をご溶す時間は

約5時間です｡それに要する試薬代は逐0個で160～

200円程度です｡

第12図ろ遇する

第13図マスキング操作

欝1逮閲潜灘機織作繋

第15図比色�
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策ユ8図大口鉱山の地質層序区分

⑤火山灰(シラス)沖積層

④洪積層

WWWWW岬W不整合WWWW

③紫蘇輝る安凶砦類

②斜長石英艦繭渚簸

①複輝石蜜山潜類

以上でおわかりのようぽこの水銀測定法はジチゾ

ンとその溶媒抽胸抽よび亨スキンクの組み合わせを土倉

にして組み立てられてい葉す由このような組み合わ

せの柱となっているジチゾンについてふりかえってみ

ることもま花呼スキングについて考克てみるζとも

今後のこのような研究分野の発展や応用に益することで

しよう.

ジチゾン

Diphenylt滅鰯触郷籔という有機試薬の略称で獺⑪⑰

年にCaze皿鋤湘1はりて発屍きれ花藍金属との有色反

歩試薬です.それ以後微量の重金属を検出したり

定量したりするのに広く用いられあら砂る地化学的な

探査法にとって欠くごをので曹が憧要溶試薬を抵りて

います.このジチゾンを四塩化炭謙に溶解した試薬が

作る重金属との荷亀化合物の特徴は篤至表のようなも

のです.

第

金属イオンを含む溶液

アルカリ性

酸憧

中性･弱アルカリ性

弱酸性

Au3+弱酸性

Hg2+霧辮カリ性

�㈫

遭b2+

葛i3+

�㈫

河i2+

�㈫

�㈫

中性･弱酢酸酸性

アルカリ性

弱アルカリ性

弱酸性

アルカリ性

中性･アルカリ性

アルカリ性

溶媒抽闘

いろいろ匁成分泌混ざ夢含っ冠水溶液の申からある

特定の成分(淀と史陵水銀イオン)だけを水に溶け紅

くい有機溶媒(たと史ば四塩化炭素)の方は移動慈せる

方法のことで沈殿を作りて分ける方法に比べる紅早く

て簡単にしかもきれいに員的&す為成分が分離でき

ます.もう五つよいごと紀はごく微量のものでも

少量の有機溶煤に摘出すれば濃縮したのあ同じ劾築が

いとも容易は得られ塞すので比亀などによる窟鑑淋楽

にできるよう紀なり壊す.

ユ表

四塩化炭素相の呈色

褐色

紫色

紫色

黄色

淡褐色

燈黄色

紫赤色

紫赤色

紅色

橿黄色

紫赤色

赤褐色

赤色

赤褐色

軍スキンク

ジチゾン四塩化炭素溶液カミ第1表のように多くの

重金属と活発に反応してどれこれと相手を選びません

から目的とする元素以外のものを取り除くかそれと

も反応し得ないようにおさえる試薬を見つけるかしなく

てはなりません.この要求に庵じて登場したのカミキ

レｰト試薬で水銀の場合には水銀以外の金属元素と

安定な錯塩を作らせて目的の反庵に加わらないように

すること(マスキング)にはEDTA(エチレンジアミ

ン遂酢酸2すトリウム)とCyDTA(シクロヘキサンジ

アミン4酢酸)カミ有効です.つぎに実際の探査の例

に移りましょう､

ところは商九州は鹿児島県の大口鉱山です(第16図).

まず地質屋さんか鉱山全体の地質層序や地質構造

火山活動の産物を研究して!/1o,ooo地質図にまとめ

(鮒図)それと平行して開発ずみや開発を盛んにやっ

ている金銀石英脈の分布状態とその金と銀の含有量を

化学屋さんの助けをうげなカミら詳しく調べました.

第16図大口鉱1!1の'奴錬所

裟縞

第17図大口鉱山付近地質図�
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第19図Aアンチモン鉄石

もちろん測量屋さんの手に在る正確な地形図と坑道

図が1/100～1/io,oooまでのv'ろv'ろな大きさで作られ

ました.そのでき上りの1部を1エ図で見て下さい.

これらの結果卵ら層序は第18図のようになっている

こと鉱石はそのうちの複輝石安山岩の類と斜長石英

粗面岩の中にあること紫蘇輝石安山岩の中に鉱石の含

まれる可能性は少ないこと鉱石は少なくとも2回にわ

かれてできたこと金･銀鉱石の中には自然金･銀硫

化物のほかに銅･鉛･亜鉛水銀･アンチモン･鉄の

それぞれの硫化物が少しずつ伴われてV･ること(第1g図)

鉱石の母岩の変質はおもに鉱石のできた作用に関係し

温泉作用の影響は大きくなv･ことただしv･わゆる変

朽安山岩化作用とよばれる作用が複輝石安山岩の類に

広く及んでいることなどがわかりました.

早速に坑内から試錐が行なわれまた鉱脈から母

岩1と連続的に試料の採取も行なわれました.そして

地球物理的在資料(比抵抗と自然電位)も集められ連

続的に採取した試料(岩石)の水銀の微量分析の結果も

集められました.その結果の代表例を図に示しておき

ます.地球物理屋さん地球化学屋さんの働きの結果

なのです.窮20図は水銀の分散カミ新しV'鉱体を探

すのに役立つかもしれないことを教えましたカミ第21図

のデｰタは地球物理学的狂方法はここには不適当だ

とv･うことを暗示しました.母岩の変質も変朽安山岩

作用などで複雑です.そこで地質図に基づいた地質

現象の検討が関係した人々によって加えられここで

1〈Ω一Cm

40』ニヒ{吸打1:

㈰

○

鉱鉱

第20図新3号脈5坑準

ゴ､〆

mλ

第21図

電気探査の基礎資料

(第3号脈)

第19図B辰砂の顕微鏡写真(大口鉱山産)

いう水銀分散法の実施とその実施地区が慎重に決めら

れました.

地球化学屋さんが測量屋さんと共同して選定され

た地区一大口鉱山の2区3号脈の上部200m×340mの

区域ユ区1号脈と南北鑓上部300皿×180揃の区域そ

の北部の450mX300mの区域(第22図)一でそれぞ

れ20耐おきの側線にユ0㎜おきに測点を作り試料の採

取にとりかかり蛮した.

採取方法は各瀬峠でハンドオｰガｰを用いて(第23

図)地表から約磐O鰍下部の腐食土で狂い部分の土壌

を約エ00鐙ほど敬書とり(驚度掘りこんで2番貫のも

のを)紙製の試料袋虹収めました由これを乾燥1

粉砕1縮分そして約20塞の分析試料にし蜜し淀､ζ

の採取法は外国で一般的ぽ試みている腐食土混合土壌

採取ぬ比べていか紀も資本人らしい細心さのあら勅れ
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第22図鹿児島県大口鉱山地化学探鉱調査地位置関係図�



た1つの特徴となっています由それから行匁う微量分

析の手順はすでに述べたとおりです由

水銀分散浅⑳謹とめ

水銀の分桁結果はHg2+μ纂/鐙(縄は王⑪…惚)で表示

して各測点に数値を紀久し土壌の場合これを虹スト

グラム(第泌図)によって0.3～0.4雌⑪｡誓～O,6惚

0.7μg以上の3区分紅して第25図のように水銀の分

散濃度の分布を表わし漢す｡

ここで問題と絞り蜜したのはζの欝値繭線が示す

水銀分散法の有効恋深さす溶わち水銀濃集部分の雛

析です.す在わち盲潜頭鉱床の頭からどれ位上まで水

銀が分散しているのかということについてはすでに研

究の途中の段階で少なくとも130mおそらく200m

ということポわかっていましたからその点はなか底

か威力ある方法恋のですカミ問題は第20図でも1部みら

れるように大口鉱山の金銀鉱脈の場合水銀元素の集中

しやすv･地質上の要素が実は金銀鉱脈の存在するこ

とだけではないということです｡それは断層地層

の鏡界粘土帯の存在の仕方もその要素をなっている

講集です.加えて當鉱の髭饗応けでなく金品位の

低い資鉱でも細脈の場合でもその要素をなっているこ

をです.だからこれらの要素の串から良質の盲塔

頭鉱床を示す部分を屍わげることが今後の大切な宿題

となってき凄した善その解決のため虹も他の方法&

ダ)組み合わせをう護くやらなくてはならないわげです｡

もう1つ土壌は動く&いう問題があり凄す｡余り

遠くまでは動かない例が多いようです秘これも科学的

紅はっきりさせる必要があり凄すので員下調査が

進められているとこるです｡地質屋さん化学屋さん

測量屋さんの強い協力の下で.

総まとめにしていえぱこの水銀分散法を行なった結

果水銀の分散に異常のない場合には金･銀の盲塔頭

鉱床はよほど深いか賦存していないということです.

今後これをこのような場合には必ず鉱石があると

いうように例証するため専門家たちは努力することで

しょう.(筆者は鉱床部･技術部化学課)

第23図
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第24図
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第25図

大口鉱山地化学探鉱調査地形

測線および水銀濃度分布図�


